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 全
日

本
民

医
連

「
国

民
健

康
保

険
死

亡
調

査
事

例
」

調
査

　
事

例
一

覧
(0

8
年

１
－

１
２

月
）

Ｎ
ｏ

年
齢

性
別

職
業

　
保

険
種

別
保

険
の

変
遷

　
直

接
死

因
死

亡
日

死
因

　
基

礎
疾

患
通

院
状

況
事

例
内

容
事

業
所

と
の

か
か

わ
り

結
果

（
帰

結
）

死
亡

に
い

た
る

ま
で

の
経

過
・
自

治
体

対
応

な
ど

1
5
1

男
内

装
工

事
資

格
書

資
格

書
ー

生
保

肝
細

胞
癌

1
月

1
0
日

病
死

Ｂ
型

肝
炎

、
肝

細
胞

癌
、

肝
硬

変
中

断

内
装

工
事

（
年

間
収

入
1
5
0
-
2
0
0
万

）
、

冬
・
春

先
は

仕
事

が
少

な
い

。
国

保
保

険
料

支
払

え
ず

資
格

書
、

保
険

料
は

７
，

８
年

滞
納

。
貯

金
は

1
万

円
ほ

ど
。

独
居

、
小

学
４

年
の

子
ど

も
さ

ん
お

り
、

交
流

は
あ

る
。

近
郊

に
住

ん
で

い
る

姉
・
兄

が
今

回
入

院
後

、
生

保
相

談
で

動
い

て
く
れ

本
人

を
支

え
た

。

0
7
年

1
0
月

1
3
日

自
費

で
救

急
受

診
。

そ
の

後
本

人
国

保
の

納
付

相
談

（
毎

月
5
0
0
0
円

支
払

い
）
、

短
期

証
発

行
。

１
０

月
1
7
日

入
院

、
1
0
月

末
1
2
,3

万
収

入
あ

る
た

め
家

賃
・

医
療

費
な

ど
支

払
い

。
手

持
ち

金
な

く
１

１
月

１
日

生
保

申
請

。
当

初
入

院
時

は
肝

炎
治

療
で

す
ぐ

退
院

と
思

っ
て

い
た

が
、

肝
細

胞
癌

と
い

う
診

断
に

な
り

、
1
/
1
0
永

眠
。

病
気

を
治

し
て

い
る

あ
い

だ
生

保
を

受
け

、
そ

の
後

働
き

た
い

と
い

う
気

持
ち

が
あ

っ
た

。
癌

の
診

断
に

気
持

ち
の

落
ち

込
み

も
あ

っ
た

が
、

治
療

に
対

し
て

と
て

も
積

極
的

だ
っ

た
。

国
保

資
格

書
で

は
な

く
保

険
証

が
あ

れ
ば

、
我

慢
せ

ず
早

く
受

診
で

き
治

療
へ

つ
な

げ
ら

れ
た

の
に

、
と

思
う

2
4
8

男
自

営
業

者
無

保
険

滞
納

ー
無

保
険

食
道

静
脈

瘤
破

裂

2
月

1
6
日

病
死

ｱ
ﾙ

ｺ
ｰ

ﾙ
肝

硬
変

、
蜂

穿
織

炎
、

肺
血

漿
、

腎
不

全

そ
の

他

【
死

亡
後

の
対

応
】
２

月
１

８
日

国
保

課
へ

℡
で

上
記

経
過

を
説

明
。

「
死

亡
し

て
住

民
票

か
ら

な
く
な

っ
た

方
の

国
保

加
入

は
で

き
な

い
」
と

の
こ

と
。

長
女

の
社

会
保

険
の

扶
養

に
加

入
す

る
か

、
市

立
病

院
の

医
療

費
は

全
額

自
己

負
担

す
る

し
か

な
い

。
仮

に
国

保
加

入
し

た
と

し
て

も
、

０
７

年
３

月
か

ら
の

保
険

料
滞

納
が

５
７

万
７

７
０

０
円

（
高

額
）
に

な
り

、
さ

ら
に

医
療

費
３

割
負

担
を

加
え

る
と

７
０

万
強

に
な

る
。

市
立

病
院

の
自

己
負

担
を

全
額

自
費

に
し

て
も

変
わ

ら
な

い
の

で
は

な
い

か
と

。
公

立
病

院
Ｓ

Ｗ
に

問
い

合
わ

せ
た

と
こ

ろ
、

集
中

治
療

室
・
検

査
・
処

置
な

ど
し

て
お

り
、

入
院

費
用

は
全

額
自

己
負

担
で

1
0
0
万

近
く
に

な
る

と
。

市
役

所
国

保
課

よ
り

、
「
死

亡
し

て
か

ら
の

国
保

加
入

は
で

き
な

い
。

し
か

し
今

回
は

病
院

か
ら

１
５

日
の

時
点

で
電

話
を

く
れ

て
い

た
こ

と
を

信
用

し
、

異
例

で
は

あ
る

が
１

５
日

か
ら

遡
っ

て
国

保
加

入
を

認
め

る
」
連

絡
あ

り
。

他
の

家
族

も
、

保
険

加
入

を
は

た
し

た
。

3
5
0

男
自

営
業

者
短

期

区
役

所
と

相
談

し
短

期
（
妻

、
無

保
険

）

肝
細

胞
癌

6
月

6
日

病
死

肝
硬

変
症

中
断

自
営

業
、

肝
炎

あ
る

も
受

診
中

断
。

入
院

時
、

保
険

料
支

払
い

短
期

証
で

入
院

。
肝

細
胞

癌
末

期
。

生
活

保
護

申
請

5
/
2
8
保

護
受

給
決

定
す

る
が

、
肝

細
胞

癌
末

期
状

態
に

て
6
/
6
永

眠

他
院

に
肝

炎
治

療
の

た
め

通
院

、
中

断
。

入
院

時
、

保
険

料
支

払
い

５
月

末
ま

で
の

短
期

証
に

て
入

院
。

自
営

業
（
電

気
）
は

、
不

渡
り

に
な

り
2
-
3
ヶ

月
分

の
収

入
が

入
ら

ず
。

妻
の

パ
ー

ト
収

入
で

食
料

購
入

。
生

保
申

請
は

入
院

当
初

か
ら

本
人

、
妻

に
す

す
め

た
が

、
病

気
治

癒
し

て
働

き
た

い
意

志
が

強
く
、

２
度

目
の

入
院

時
申

請
決

定
。

生
保

決
定

と
な

る
が

、
１

０
日

余
り

で
永

眠
。

仕
事

上
の

借
金

も
あ

り
、

受
診

で
き

な
い

状
況

が
続

い
て

い
た

。
仕

事
を

頑
張

っ
て

も
収

入
に

結
び

つ
か

な
い

現
実

、
社

会
の

矛
盾

を
感

じ
る

。

4
6
4

男
無

職
短

期

資
格

書
ー

短
期

（
保

険
料

滞
納

）

肝
細

胞
癌

7
月

4
日

病
死

肝
硬

変
、

食
道

静
脈

瘤
、

胃
静

脈
瘤

不
明

数
年

前
自

営
業

倒
産

、
２

年
前

離
婚

。
無

収
入

で
住

居
な

く
し

、
1
年

前
よ

り
離

婚
し

た
妻

宅
の

車
庫

で
ｺ
ﾀ
ﾂ

と
電

気
ｽ

ﾄｰ
ﾌ
ﾞを

入
れ

て
生

活
。

も
と

も
と

肝
硬

変
な

ど
の

治
療

し
て

お
ら

ず
、

体
調

悪
化

。
腹

水
症

状
あ

り
、

ﾄ
ｲ
ﾚ
頻

回
と

な
り

Ａ
病

院
受

診
。

資
格

書
、

短
期

証
発

行
、

肝
細

胞
癌

の
疑

い
で

当
院

入
院

。
生

保
相

談
。

入
院

す
す

め
る

も
、

ﾍ
ﾞｯ

ﾄ調
整

で
き

ず
数

日
間

点
滴

通
院

。
そ

の
間

家
族

に
説

明
、

4
/
9
入

院
。

病
院

住
所

で
生

保
申

請
、

二
ヶ

月
入

院
治

療
。

急
変

さ
れ

７
／

４
逝

去
。

妻
、

三
人

の
子

ど
も

ら
に

看
取

ら
れ

て
の

期
は

唯
一

の
救

い
。

保
護

決
定

。
元

妻
、

子
ど

も
達

は
経

済
的

支
援

が
で

き
な

い
状

況
だ

っ
た

。

通
帳

残
金

6
1
4
円

、
手

持
ち

金
０

円
。

家
族

か
ら

経
済

的
援

助
得

ら
れ

ず
、

本
人

も
今

後
ア

パ
ー

ト
を

み
つ

け
て

い
く
意

志
あ

り
、

入
院

日
か

ら
生

保
申

請
と

な
る

。
肝

細
胞

癌
S
tage

Ⅲ
と

診
断

。
腹

水
も

あ
り

治
療

開
始

。
肝

細
胞

癌
は

１
ヶ

所
が

治
療

、
そ

の
他

小
さ

い
も

の
は

手
つ

か
ず

。
肝

機
能

改
善

さ
れ

た
ら

再
治

療
と

し
、

Ｂ
病

院
へ

転
院

。
が

肝
細

胞
癌

破
裂

に
て

、
当

院
再

入
院

。
そ

の
後

い
っ

た
ん

落
ち

着
き

転
院

と
な

る
が

、
当

院
再

入
院

、
病

状
悪

化
の

た
め

死
去

。
現

金
収

入
が

な
く
、

保
険

料
払

え
ず

、
資

格
証

の
た

め
受

診
も

で
き

ず
、

持
病

の
肝

硬
変

も
通

院
歴

不
明

。
病

状
悪

化
し

て
か

ら
の

受
診

、
無

保
険

と
い

う
こ

と
が

受
診

抑
制

の
大

き
な

要
因

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
実

感
さ

せ
ら

れ
た

。
当

院
初

診
時

、
事

前
に

国
保

発
行

の
相

談
に

い
っ

た
が

、
保

険
料

の
滞

納
が

大
き

く
発

行
さ

れ
た

の
は

、
資

格
書

だ
っ

た
。

5
7
2

男
無

職
生

保

資
格

書
→

短
期

証
→

生
保

胃
癌

（
進

行
が

ん
）

7
月

8
日

病
死

陳
旧

性
心

筋
梗

塞
疑

い
、

高
血

圧
症

、
ｱ

ﾙ
ｺ
ｰ

ﾙ
多

飲

そ
の

他

独
居

、
長

男
と

は
月

１
度

会
う

か
か

わ
り

。
5
-
6
年

前
か

ら
両

胸
の

痛
み

自
覚

し
て

い
た

が
、

資
格

証
に

て
、

支
払

い
困

難
に

て
、

ｱ
ﾙ

ｺ
ｰ

ﾙ
を

飲
ん

で
ご

ま
か

し
て

い
た

。
国

民
年

金
・
厚

生
年

金
１

８
万

／
月

収
入

。
平

成
１

５
年

か
ら

一
度

も
国

保
料

支
払

い
な

し
、

国
保

課
と

相
談

し
て

い
た

が
（
1
,6

0
0
円

／
一

期
）
入

金
な

し
。

喉
の

つ
か

え
、

胸
部

の
苦

し
さ

、
痛

み
あ

り
我

慢
で

き
な

く
な

り
、

0
8
.3

.1
3
Ａ

ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ
受

診
。

相
談

開
始

。
２

日
後

当
院

入
院

。

資
格

書
解

除
の

相
談

を
行

い
、

ま
ず

は
短

期
証

発
行

し
て

も
ら

う
。

入
院

時
生

保
申

請
、

決
定

。
自

ら
治

療
方

針
決

定
さ

れ
、

入
退

院
繰

り
返

さ
れ

ﾎ
ｽ

ﾋ
ﾟｽ

病
棟

で
死

去
。

相
談

時
国

保
料

滞
納

Ｈ
１

９
年

1
6
,1

6
0
円

、
Ｈ

１
８

年
1
6
,7

8
0
円

、
Ｈ

１
７

年
3
,6

0
0
円

あ
り

。
資

格
書

解
除

に
あ

た
り

、
Ｈ

１
９

年
分

も
３

回
に

分
け

た
。

１
回

分
の

5
,3

0
0
円

を
支

払
っ

て
く
れ

れ
ば

、
保

険
証

を
だ

す
と

。
手

持
ち

金
が

１
万

円
弱

だ
っ

た
の

で
、

5
,3

0
0
円

の
支

払
い

は
困

難
。

長
男

か
ら

も
相

談
に

い
っ

て
も

ら
い

、
2
,7

0
0
円

の
支

払
い

で
短

期
証

、
高

齢
受

給
者

証
、

限
度

額
認

定
証

を
発

行
。

そ
の

後
生

保
申

請
と

な
り

治
療

継
続

。
本

人
自

ら
保

険
料

払
い

た
く
な

い
お

も
い

あ
り

、
資

格
書

継
続

さ
れ

て
い

た
が

、
早

期
受

診
に

つ
な

が
っ

て
い

れ
ば

、
結

果
は

か
わ

っ
て

い
た

か
も

し
れ

な
い

。

6
8
1

男
無

職
資

格
書

国
保

→
資

格
書

窒
息

1
1
月

6
日

そ
の

他

脳
血

管
性

痴
呆

、
低

栄
養

中
断

腕
の

よ
い

鳶
職

人
と

し
て

長
年

働
い

て
い

た
が

、
難

聴
も

あ
り

、
６

０
才

で
退

職
。

そ
の

後
妻

と
年

金
生

活
。

１
０

年
前

よ
り

息
子

と
も

同
居

、
収

入
は

本
人

の
国

民
年

金
の

み
。

か
か

り
つ

け
医

は
地

元
の

開
業

医
、

今
回

の
受

診
ま

で
当

院
の

受
診

歴
は

な
い

。

救
急

搬
入

さ
れ

た
時

点
で

す
で

に
心

肺
停

止
の

状
態

。
警

察
に

通
報

、
検

死
と

な
っ

た
。

１
０

年
前

同
居

し
た

息
子

は
引

き
こ

も
り

状
態

が
8
-
9
年

続
い

て
い

た
が

、
１

年
位

前
よ

り
母

と
二

人
で

畑
作

業
に

は
で

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

同
時

期
よ

り
本

人
は

認
知

症
が

す
す

み
、

徘
徊

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
出

か
け

る
と

き
に

は
簡

単
な

食
事

を
用

意
し

て
い

た
が

、
食

べ
た

り
食

べ
な

か
っ

た
り

の
状

態
だ

っ
た

。
近

所
の

方
の

通
報

も
あ

り
、

家
族

は
外

歩
き

が
危

険
と

考
え

、
朝

出
か

け
る

と
き

は
外

か
ら

戸
締

ま
り

を
し

て
、

本
人

が
外

出
で

き
な

い
よ

う
に

し
て

い
た

。
満

足
な

食
事

も
与

え
ら

れ
ず

、
閉

じ
こ

め
ら

れ
た

生
活

に
な

っ
た

た
め

体
力

も
低

下
。

亡
く
な

る
二

ヶ
月

前
程

か
ら

は
、

寝
た

き
り

状
態

に
な

っ
て

い
た

。
民

生
委

員
、

役
場

職
員

が
何

度
も

足
を

運
び

本
人

へ
の

対
処

に
つ

い
て

訴
え

た
が

、
妻

・
息

子
か

ら
拒

否
さ

れ
対

応
で

き
ず

に
い

た
、

と
の

情
報

だ
っ

た
。

搬
入

さ
れ

て
き

た
と

き
、

本
人

の
背

中
か

ら
は

蛆
虫

が
わ

き
、

ミ
イ

ラ
の

よ
う

に
干

か
ら

び
て

い
た

。

会
社

の
健

康
診

断
で

肝
機

能
低

下
を

指
摘

。
昨

年
１

２
月

頃
か

ら
調

子
わ

る
く
な

り
、

１
週

間
前

か
ら

寝
込

ん
で

い
た

。
い

く
ら

家
族

が
受

診
を

促
し

て
も

、
頑

な
に

拒
ん

で
い

た
。

家
族

構
成

は
二

男
一

女
５

人
家

族
（
全

員
同

居
）
。

0
7
年

３
月

退
職

、
長

男
と

自
営

業
を

営
む

（
本

人
・
長

男
と

も
に

年
間

2
0
0
万

以
上

の
収

入
あ

り
）
、

妻
は

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ（
年

間
1
0
0
万

）
、

長
女

は
会

社
員

（
収

入
不

明
）
、

次
男

は
中

学
生

。
0
8

年
２

月
１

５
日

1
7
:3

0
夜

間
診

療
に

受
診

。
無

保
険

と
の

こ
と

で
、

外
来

看
護

主
任

に
紹

介
さ

れ
、

妻
・
次

男
と

面
接

。
本

人
は

内
科

を
受

診
。

0
7
年

３
月

末
退

職
後

、
任

意
継

続
も

国
保

も
加

入
手

続
き

せ
ず

。
長

女
は

会
社

の
保

険
に

加
入

し
て

い
る

が
、

本
人

・
妻

・
次

男
は

無
保

険
。

土
日

は
さ

ん
で

週
明

け
す

ぐ
に

、
国

保
加

入
手

続
き

を
す

す
め

た
。

そ
の

日
の

う
ち

に
、

１
７

：
５

０
無

理
を

承
知

で
S
W

か
ら

市
役

所
国

保
課

で
電

話
、

呼
び

出
し

音
の

み
。

１
８

：
１

０
公

立
病

院
S
W

へ
、

無
保

険
で

救
急

搬
送

さ
れ

週
明

け
か

ら
家

族
か

ら
相

談
が

あ
る

か
も

し
れ

な
い

こ
と

を
情

報
提

供
。

２
／

１
７

外
来

師
長

よ
り

、
昨

日
公

立
病

院
で

死
亡

さ
れ

た
こ

と
を

聞
く
。

1
 ペ

ー
ジ

国
保

死
亡

事
例

2
0
0
8
年

デ
ー

タ

-9-



 全
日

本
民

医
連

「
国

民
健

康
保

険
死

亡
調

査
事

例
」

調
査

　
事

例
一

覧
(0

8
年

１
－

１
２

月
）

Ｎ
ｏ

年
齢

性
別

職
業

　
保

険
種

別
保

険
の

変
遷

　
直

接
死

因
死

亡
日

死
因

　
基

礎
疾

患
通

院
状

況
事

例
内

容
事

業
所

と
の

か
か

わ
り

結
果

（
帰

結
）

死
亡

に
い

た
る

ま
で

の
経

過
・
自

治
体

対
応

な
ど

7
6
3

男
自

営
業

者
無

保
険

社
保

ー
無

保
険

（
７

年
前

）
ー

国
保

（
0
8
年

７
月

９
日

）

肺
癌

8
月

2
0
日

病
死

肺
癌

通
院

中

会
社

員
を

辞
め

た
後

、
飲

食
店

を
経

営
し

た
が

破
産

。
そ

の
後

リ
サ

イ
ク

ル
シ

ョ
ッ

プ
を

経
営

す
る

も
経

済
的

に
余

裕
が

な
く
、

税
金

申
告

も
し

て
い

な
か

っ
た

。
無

保
険

で
過

ご
し

て
き

た
。

（
生

活
と

健
康

を
守

る
会

よ
り

情
報

提
供

）

２
０

０
８

年
７

月
、

胸
が

苦
し

い
の

で
近

く
の

開
業

医
に

行
っ

た
ら

精
密

検
査

す
る

よ
う

に
言

わ
れ

、
Ａ

病
院

に
紹

介
状

を
書

い
て

も
ら

っ
た

。
無

保
険

な
の

で
生

活
と

健
康

を
守

る
会

に
相

談
→

７
月

９
日

に
国

保
年

金
課

に
発

行
し

て
も

ら
う

。
（
滞

納
な

し
の

た
め

、
通

常
の

保
険

証
）
→

Ａ
病

院
を

受
診

→
即

日
入

院
→

肺
が

ん
と

胃
潰

瘍
み

つ
か

る
→

一
部

負
担

金
の

減
免

申
請

す
る

も
８

月
２

０
日

頃
に

死
亡

。
無

保
険

だ
っ

た
理

由
は

「
生

活
が

苦
し

く
、

保
険

に
加

入
す

る
と

国
保

税
が

高
い

と
思

っ
て

加
入

し
な

い
で

き
た

」
と

。

8
8
9

男
無

職
短

期
証

国
保

→
無

保
険

→
短

期

肺
炎

・
低

栄
養

・
脱

水
（
衰

弱
死

）

5
月

4
日

病
死

肺
炎

、
慢

性
気

管
支

炎
、

低
栄

養
、

脱
水

救
急

搬送
、

即
入

年
金

暮
ら

し
、

独
身

の
同

居
息

子
(4

9
）
が

失
業

。
妻

と
３

人
で

年
金

暮
ら

し
。

0
7
年

8
月

衰
弱

ひ
ど

く
他

院
へ

救
急

搬
送

、
入

院
。

脱
水

症
状

改
善

後
数

日
で

退
院

。
社

会
資

源
に

つ
い

て
の

介
入

な
し

。
み

か
ね

た
近

所
の

方
よ

り
事

業
所

へ
連

絡
あ

り
、

0
7
年

1
0
月

Ａ
病

院
へ

搬
送

入
院

。

地
域

担
当

、
と

い
う

こ
と

で
当

該
事

業
所

に
連

絡
が

あ
り

関
わ

っ
た

。

身
体

状
況

も
悪

化
し

て
い

た
た

め
、

救
急

搬
送

に
て

入
院

。

こ
れ

ま
で

の
生

活
状

況
に

よ
る

低
栄

養
な

ど
が

あ
り

、
状

態
の

改
善

計
ら

れ
ず

、
食

事
摂

取
も

で
き

ず
肺

炎
を

繰
り

か
え

し
、

死
亡

に
い

た
っ

た
。

こ
の

経
過

の
途

中
よ

り
、

行
政

と
い

っ
し

ょ
に

同
居

の
息

子
に

対
す

る
面

談
を

行
い

、
各

種
制

度
（
納

付
相

談
含

む
）

の
相

談
対

応
お

こ
な

っ
た

が
、

息
子

自
身

に
問

題
意

識
な

く
約

束
を

キ
ャ

ン
セ

ル
す

る
な

ど
の

行
為

が
み

ら
れ

、
短

期
保

険
証

の
交

付
に

と
ど

ま
っ

た
。

こ
の

事
例

を
考

え
る

上
で

は
同

居
息

子
の

問
題

意
識

な
ど

パ
ー

ソ
ナ

リ
テ

ィ
に

起
因

す
る

問
題

も
軽

視
が

で
き

な
い

。
し

か
し

な
が

ら
、

息
子

が
失

業
に

至
っ

て
か

ら
の

経
済

状
況

も
考

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
う

。
国

保
税

の
滞

納
が

確
認

さ
れ

た
段

階
で

、
行

政
に

よ
る

き
め

細
か

い
納

付
相

談
や

、
早

期
に

当
該

事
業

所
へ

の
連

絡
が

行
わ

れ
て

い
れ

ば
、

重
度

の
状

態
で

の
救

急
搬

送
と

い
う

形
に

は
な

ら
な

か
っ

た
。

一
部

負
担

金
滞

納
額

：
3
9
5
,6

9
2
円

9
6
2

男
無

職
資

格
書

（
申

請
中

）

国
保

→
短

期
→

資
格

書

脳
梗

塞
1
0
月

1
8
日

病
死

肝
硬

変

そ
の

他（
未

受診
）

市
職

員
の

対
応

の
ま

ず
さ

か
ら

、
資

格
書

に
な

っ
た

事
例

市
職

員
の

対
応

に
よ

り
少

額
の

保
険

料
支

払
い

を
止

め
て

し
ま

い
資

格
証

明
書

に
。

生
保

申
請

し
た

が
承

認
さ

れ
る

前
に

病
死

し
た

9
/
2
8
初

診
で

「
資

格
書

の
方

が
来

院
し

た
」
と

連
絡

あ
り

依
頼

有
り

お
会

い
す

る
。

保
険

料
の

滞
納

は
あ

っ
た

が
、

毎
月

１
～

２
万

を
支

払
っ

て
い

た
。

し
か

し
、

市
の

職
員

に
「
そ

ん
な

に
少

な
い

額
で

は
」
と

言
わ

れ
た

の
で

、
「
そ

ん
な

ら
い

い
や

」
と

、
支

払
い

を
止

め
て

し
ま

っ
た

。
　

９
／

２
９

に
肝

硬
変

で
入

院
。

子
ど

も
の

社
保

に
加

入
す

る
事

も
検

討
し

た
が

、
複

雑
な

事
情

が
あ

り
、

子
ど

も
に

別
居

し
て

も
ら

い
生

活
保

護
申

請
を

行
っ

た
。

し
か

し
、

生
活

保
護

申
請

を
し

た
２

０
日

後
、

脳
梗

塞
を

発
病

し
永

眠
さ

れ
た

。

1
0

6
5

男
無

職
短

期

資
格

書
で

来
院

、
手

続
き

後
短

期

大
腸

癌
7
月

2
1
日

病
死

そ
の

他（
未

受診
）

保
険

証
期

間
が

入
院

日
ま

で
遡

れ
な

か
っ

た
事

例

５
月

１
９

日
資

格
証

明
書

で
初

診
・
即

入
。

手
続

き
を

す
る

が
5
/
2
0
～

7
/
3
1
の

短
期

証
発

行
（
入

院
日

ま
で

は
遡

れ
な

い
）。

6/2
O

P
E
し

た
が

7
/
2
1
に

逝
去

４
月

ま
で

は
食

べ
ら

れ
て

い
た

が
、

５
月

の
連

休
明

け
に

便
が

出
な

く
な

っ
た

。
５

／
１

２
頃

、
腹

痛
（
激

し
い

）
が

あ
り

、
現

金
１

０
万

円
を

も
っ

て
来

院
→

入
院

。
４

６
歳

ま
で

会
社

員
。

４
７

～
６

０
歳

ま
で

自
営

業
。

借
金

３
０

０
０

万
と

カ
ー

ド
ロ

ー
ン

５
０

０
万

が
あ

り
、

税
金

は
支

払
え

な
か

っ
た

。
年

金
１

３
万

／
月

。
独

居
・
入

院
時

に
医

師
よ

り
「
経

済
的

問
題

有
り

」
と

、
介

入
依

頼
。

年
金

額
等

か
ら

生
活

保
護

申
請

は
困

難
と

判
断

。
市

役
所

に
て

短
期

保
険

証
発

行
の

手
続

き
を

し
、

５
／

２
０

～
７

／
３

１
（
入

院
日

ま
で

は
遡

っ
て

も
ら

え
ず

）
ま

で
の

短
期

保
険

証
を

取
得

。
６

／
２

に
Ｏ

Ｐ
Ｅ

を
行

っ
た

が
、

７
／

２
１

に
死

亡
。

1
1

5
7

男
無

職
短

期
証

肝
細

胞
癌

1
2
月

4
日

病
死

肝
細

胞
癌

通
院

中
無

収
入

で
医

療
費

支
払

い
の

た
め

に
借

金
を

し
て

い
た

事
例

医
療

費
支

払
い

の
た

め
に

借
金

を
重

ね
て

い
た

。
生

保
に

切
り

替
え

、
療

養
し

た
が

３
ヶ

月
後

に
逝

去
さ

れ
た

無
職

・
独

居
・
働

け
な

く
な

り
無

収
入

。
家

賃
が

払
え

な
く
な

り
、

知
人

宅
に

居
候

。
医

療
費

が
払

え
な

い
た

め
必

要
な

検
査

が
出

来
な

い
と

言
う

事
で

医
事

課
か

ら
相

談
が

あ
り

ご
本

人
と

面
接

。
こ

れ
ま

で
医

療
費

を
払

う
た

め
に

兄
弟

や
サ

ラ
金

に
借

金
し

て
い

た
と

の
事

。
国

保
一

部
負

担
免

除
、

生
保

申
請

援
助

。
生

保
で

転
宅

資
金

を
申

請
し

、
ア

パ
ー

ト
に

入
居

す
る

事
が

出
来

た
。

そ
の

後
２

回
の

入
退

院
、

放
射

線
治

療
を

し
た

が
、

S
W

介
入

か
ら

３
ヶ

月
後

に
逝

去
。

1
2

7
1

女
無

職
資

格
書

資
格

書
肺

炎
1
2
月

2
5
日

病
死

そ
の

他（
未

受診
）

無
年

金
で

滞
納

し
資

格
書

と
な

っ
た

事
例

急
患

滞
納

に
よ

り
資

格
書

。
分

納
し

て
短

期
証

は
発

行
さ

せ
た

が
、

今
後

を
相

談
す

る
暇

も
な

く
急

逝

無
職

・
内

縁
の

夫
（
６

０
歳

・
視

覚
障

害
者

）
と

２
人

暮
ら

し
。

本
人

は
無

年
金

の
た

め
内

縁
の

夫
の

障
害

年
金

（
月

８
万

円
）
で

生
活

。
家

賃
１

万
円

（
水

光
熱

費
込

、
立

ち
退

き
の

話
が

出
て

い
る

）
。

元
夫

と
の

間
に

息
子

が
い

る
が

絶
縁

状
態

。
　

1
2
/
2
4
夕

方
に

救
急

搬
送

。
全

身
の

浮
腫

が
ひ

ど
く
、

下
腿

は
低

温
火

傷
で

表
紙

が
は

が
れ

て
い

た
。

こ
れ

ま
で

受
診

は
し

て
い

た
か

っ
た

と
の

事
。

入
院

費
の

他
、

生
活

費
も

大
変

な
の

で
生

活
保

護
を

受
け

た
い

と
の

事
だ

っ
た

が
、

１
５

０
万

の
預

貯
金

が
あ

り
、

す
く
に

受
給

は
出

来
な

い
た

め
,1

2
/
2
5
納

税
相

談
に

同
行

。
2
0
0
6
・
2
0
0
7
・
2
0
0
8
年

度
の

保
険

料
が

未
納

だ
っ

た
（
計

８
２

，
６

０
０

円
）
。

０
８

年
度

分
を

納
付

し
短

期
保

険
証

・
減

額
認

定
証

の
交

付
を

受
け

た
。

介
護

保
険

も
未

納
だ

っ
た

た
め

受
給

制
限

と
な

っ
て

い
た

。
今

後
の

事
を

に
つ

い
て

は
ま

た
相

談
し

て
い

こ
う

と
話

し
て

い
た

が
、

そ
の

日
の

夕
に

逝
去

。

2
 ペ

ー
ジ

国
保

死
亡

事
例

2
0
0
8
年

デ
ー

タ

-10-



 全
日

本
民

医
連

「
国

民
健

康
保

険
死

亡
調

査
事

例
」

調
査

　
事

例
一

覧
(0

8
年

１
－

１
２

月
）

Ｎ
ｏ

年
齢

性
別

職
業

　
保

険
種

別
保

険
の

変
遷

　
直

接
死

因
死

亡
日

死
因

　
基

礎
疾

患
通

院
状

況
事

例
内

容
事

業
所

と
の

か
か

わ
り

結
果

（
帰

結
）

死
亡

に
い

た
る

ま
で

の
経

過
・
自

治
体

対
応

な
ど

1
3

4
9

女
無

職
短

期
無

保
険

→
短

期
証

く
も

膜
下

出
血

1
月

1
9
日

病
死

高
血

圧
救

急
搬

送
で

入
院

、
緊

急
手

術
す

る
も

意
識

も
ど

ら
ぬ

ま
ま

死
亡

。
家

族
は

配
管

工
の

夫
、

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ就
労

の
長

女
、

高
１

長
男

の
４

人
家

族
。

入
院

と
同

時
に

S
W

に
相

談
、

関
与

短
期

証
発

行
は

で
き

た
が

限
度

額
認

定
は

無
理

と
い

わ
れ

た
。

行
政

と
何

度
も

交
渉

、
重

症
で

あ
る

こ
と

を
配

慮
し

て
も

ら
い

、
限

度
額

B
を

発
行

。
死

亡
退

院
で

は
あ

っ
た

が
直

後
に

夫
は

支
払

い
を

し
挨

拶
に

も
来

て
く
だ

さ
っ

た
。

借
金

あ
り

、
自

己
破

産
。

本
人

は
パ

ー
ト

就
労

、
０

８
年

６
月

高
血

圧
健

診
で

指
摘

、
治

療
し

な
い

と
雇

用
無

理
と

い
わ

た
。

無
保

険
で

治
療

中
断

、
失

職
。

行
政

は
病

状
か

ら
交

渉
の

結
果

譲
歩

、
限

度
額

証
を

発
行

。
夫

も
月

わ
ず

か
で

・
・
・
と

い
う

前
提

で
保

険
料

を
支

払
う

形
と

な
っ

た
。

保
険

証
の

大
切

さ
も

含
め

、
家

族
も

協
力

し
あ

い
、

病
院

と
の

信
頼

関
係

も
深

ま
っ

た
ケ

ー
ス

で
あ

っ
た

が
、

も
し

治
療

中
断

が
な

か
っ

た
ら

ど
う

だ
っ

た
か

・
・
と

考
え

て
し

ま
う

。

1
5

5
5

男
非

正
規

雇
用

無
保

険

社
保

ー
無

保
険

（
加

入
手

続
き

せ
ず

）

胃
癌

1
2
月

2
9
日

病
死

胃
癌

中
断

派
遣

で
仕

事
を

し
て

い
た

と
き

健
診

で
指

摘
受

け
受

診
、

胃
癌

と
診

断
。

体
調

不
良

で
仕

事
が

で
き

な
く
な

り
、

派
遣

を
や

め
、

保
険

証
も

取
り

あ
げ

ら
れ

る
（
0
8
.4

）
。

貯
金

で
ど

う
に

か
生

活
し

て
い

た
が

、
0
8
.1

0
.4

痛
み

に
耐

え
き

れ
ず

当
院

へ
救

急
搬

送
、

入
院

と
な

る
（
初

診
）

入
院

時
よ

り
生

活
保

護
申

請
、

受
理

。
胃

癌
は

手
術

・
治

療
の

適
応

な
く
、

か
な

り
進

行
し

て
い

る
状

況
だ

っ
た

。
本

人
は

少
し

で
も

よ
く
な

り
た

い
と

後
ま

で
経

口
摂

取
、

痛
み

と
た

た
か

い
治

療
す

る
こ

と
を

の
ぞ

ん
で

お
ら

れ
た

、
胃

癌
は

徐
々

に
悪

化
、

0
8
.1

2
.2

9
永

眠
。

1
6

6
0

男
日

雇
い

無
保

険

不
明

（
住

民
票

は
隣

市
、

国
保

加
入

は
不

明
）

胃
癌

1
1
月

1
2
日

病
死

胃
癌

不
明

仕
事

は
大

工
、

知
人

に
頼

ま
れ

れ
ば

行
っ

て
い

た
。

こ
こ

近
は

具
合

も
悪

く
し

て
い

な
か

っ
た

。
お

金
も

ほ
と

ん
ど

な
か

っ
た

。
家

族
は

１
０

年
前

以
上

に
妻

が
死

去
、

子
ど

も
も

い
な

い
。

独
居

。
当

院
初

診
時

、
救

急
搬

送
時

、
差

額
ベ

ッ
ド

代
徴

収
が

と
ら

れ
る

病
院

を
い

く
つ

か
断

り
、

当
院

に
だ

と
り

つ
い

た
。

本
人

の
住

所
は

、
当

院
よ

り
か

な
り

離
れ

て
い

た
。

1
0
/
3
1
役

所
に

て
生

保
相

談
中

体
調

不
良

訴
え

、
救

急
車

で
当

院
へ

。
入

院
当

初
よ

り
胃

癌
末

期
、

食
事

も
と

れ
な

い
状

況
だ

っ
た

。
入

院
後

1
3
日

後
死

去
。

1
0
/
3
1
よ

り
生

保
受

給
と

な
る

。
入

院
前

の
状

況
は

、
具

合
も

悪
か

っ
た

た
め

詳
細

は
聞

き
取

り
が

困
難

で
あ

っ
た

。

1
7

6
7

男
無

職
短

期
証

生
保

ー
国

保
ー

短
期

肺
炎

（
食

道
癌

術
後

）

6
月

1
7
日

病
死

食
道

癌
中

断
ｽ

ｰ
ﾊ

ﾟｰ
銭

湯
に

て
動

け
な

く
な

り
救

急
搬

入
。

短
期

証
で

あ
り

家
族

（
妻

・
子

）
と

も
疎

遠
、

医
療

費
支

払
い

困
難

と
の

こ
と

で
、

Ａ
市

の
法

外
援

護
制

度
利

用
し

た
。

食
道

癌
術

後
、

低
栄

養
状

態
続

き
6
/
1
7

肺
炎

に
よ

る
低

酸
素

脳
症

に
て

死
亡

。
疎

遠
の

息
子

に
連

絡
、

火
葬

に
は

息
子

夫
婦

が
同

席
。

タ
ク

シ
ー

運
転

手
を

し
て

い
た

が
、

退
職

後
年

金
で

は
生

活
し

て
い

け
ず

、
生

保
受

給
。

本
人

が
年

金
を

担
保

に
借

金
を

し
た

た
め

、
生

保
廃

止
。

当
院

入
院

中
、

生
保

申
請

の
相

談
を

市
役

所
に

す
る

も
受

け
付

け
て

も
ら

え
ず

。
法

外
援

護
制

度
で

対
応

。
入

院
中

に
国

保
課

の
職

員
も

来
院

、
本

人
と

保
険

料
納

付
の

相
談

を
し

た
。

結
局

本
人

死
亡

し
、

手
元

に
残

っ
た

お
金

で
葬

式
を

あ
げ

、
疎

遠
の

息
子

に
も

火
葬

時
に

同
席

し
て

も
ら

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
本

人
が

大
切

に
も

っ
て

い
た

娘
の

写
真

も
息

子
に

わ
た

し
た

。
（
一

部
負

担
金

滞
納

額
：
2
1
,0

0
9
円

）

1
8

6
6

男
無

職
短

期
証

ｰ0
3
.1

0
.2

政
管

、
-

0
7
.9

.3
0

退
国

、
-

0
8
.3

.3
1

短
期

肺
癌

1
月

2
2
日

病
死

肺
癌

通
院

中

友
人

に
借

金
、

他
病

院
に

受
診

し
て

い
た

が
病

名
も

教
え

て
も

ら
え

な
い

と
不

満
あ

り
、

当
院

受
診

。
短

期
証

で
本

人
よ

り
医

療
費

相
談

あ
っ

た
。

前
々

か
ら

痛
み

あ
り

、
医

療
費

が
心

配
で

市
販

薬
で

紛
ら

わ
せ

て
い

た
。

治
療

の
た

め
転

院
、

転
院

先
の

病
院

で
死

亡
。

他
県

出
身

。
建

築
関

係
の

仕
事

し
て

い
た

。
子

ど
も

た
ち

が
い

る
Ａ

市
に

1
9
8
7
年

頃
引

っ
越

し
て

く
る

。
0
3
年

妻
と

離
婚

、
ﾊ

ﾟﾁ
ﾝ
ｺ
屋

を
定

年
退

職
後

無
職

で
年

金
暮

ら
し

。
今

回
医

療
費

は
法

外
援

護
が

使
え

る
と

説
明

、
本

人
が

市
へ

相
談

に
行

っ
た

。
ﾀ
ｰ

ﾐﾅ
ﾙ

の
告

知
を

し
て

か
ら

、
家

族
に

連
絡

を
と

る
か

ど
う

か
、

悩
ん

で
い

た
が

、
長

男
と

連
絡

が
と

れ
、

死
後

の
こ

と
が

話
せ

、
転

院
先

で
亡

く
な

っ
た

。
（
一

部
負

担
金

滞
納

額
：

8
,5

8
0
円

）

1
9

3
2

男
非

正
規

雇
用

短
期

証
国

保
→

短
期

脳
出

血
2
月

2
5
日

病
死

高
血

圧
中

断
外

国
人

の
妻

と
の

間
に

4
歳

の
男

児
、

6
ヶ

月
の

女
児

と
の

4
人

暮
ら

し
。

土
建

業
の

ア
ル

バ
イ

ト
を

し
て

日
中

働
き

、
夕

方
妻

が
仕

事
へ

行
き

子
守

を
し

て
い

た
。

短
期

保
険

証
で

内
科

受
診

。
高

血
圧

の
精

査
を

主
治

医
か

ら
す

す
め

ら
れ

て
い

た
が

、
治

療
中

断
が

ち
で

内
科

師
長

と
Ｍ

Ｓ
Ｗ

が
訪

問
し

て
い

た
。

2
月

2
1
日

ア
ル

バ
イ

ト
先

の
仕

事
場

で
倒

れ
、

救
急

病
院

へ
搬

送
さ

れ
脳

出
血

と
診

断
。

2
4
日

手
術

中
に

急
変

し
死

亡
し

た
。

夜
間

帯
に

受
診

し
、

受
診

の
た

び
に

精
査

を
す

す
め

ら
れ

て
い

た
が

、
雨

が
降

ら
な

い
と

休
め

な
い

の
で

受
診

で
き

な
い

と
言

い
中

断
が

ち
で

し
た

。
主

治
医

は
受

診
の

度
に

治
療

継
続

し
な

い
と

腎
不

全
の

悪
化

で
、

透
析

導
入

と
脳

出
血

の
リ

ス
ク

が
有

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
ま

し
た

。
し

か
し

、
働

か
な

け
れ

ば
家

族
も

養
え

ず
生

活
で

き
な

か
っ

た
の

で
す

。
無

理
を

し
て

職
場

に
行

き
脳

出
血

を
起

こ
し

て
し

ま
い

ま
し

た
。

死
後

生
活

保
護

が
決

定
に

な
っ

て
い

ま
す

。

2
0

5
2

女

そ
の

他
（
ﾔ

ｸ
ﾙ

ﾄ
販

売
員

）

短
期

証
（
0
7
.1

0
.1

発
行

）

国
保

取
得9
3
.1

0
.1

6

癌
の

脳
転

移
に

よ
る

呼
吸

悪
化

4
月

1
日

病
死

卵
巣

腫
瘍

で
手

術
そ

の
他

両
側

乳
癌

0
8
.1

.2
2
当

院
初

診
（
短

期
書

提
示

）
、

同
日

外
科

受
診

Ａ
病

院
内

分
泌

外
科

紹
介

、
市

民
病

院
か

ら
の

返
書

（
2
/
1
4
、

4
/
1
7
）
は

呼
吸

器
外

科
よ

り
き

て
い

る
。

1
/
2
2
初

診
　

1
年

前
か

ら
咳

が
続

き
、

2
0
0
7
年

春
頃

耳
鼻

咽
喉

科
受

診
。

半
年

前
か

ら
背

中
が

痛
　

く
今

年
に

な
っ

て
ひ

ど
い

。
左

胸
部

に
2
年

前
か

ら
何

か
で

き
て

お
り

、
半

年
前

か
　

ら
膿

ん
で

い
る

。
受

診
は

し
て

い
な

い
。

1
/
2
5
　

P
E
T
　

1
/
2
9
　

C
T

2
/
5
　

外
科

受
診

　
診

断
結

果
は

、
両

側
乳

ガ
ン

、
全

身
転

移
（
骨

、
肺

、
肝

、
副

腎
、

脳
動

脈
、

皮
　

膚
）
化

学
療

法
と

放
射

線
治

療
が

必
要

だ
が

、
治

療
し

て
も

治
る

こ
と

は
な

い
。

　
他

院
で

の
治

療
を

相
談

し
て

く
る

よ
う

話
を

し
て

い
る

。
看

護
師

の
聞

き
取

り
で

　
は

、
家

族
は

夫
、

高
2
、

中
2
の

男
の

子
　

実
母

が
寝

た
き

り
で

介
護

し
て

い
る

。

3
 ペ

ー
ジ

国
保

死
亡

事
例

2
0
0
8
年

デ
ー

タ

-11-



 全
日

本
民

医
連

「
国

民
健

康
保

険
死

亡
調

査
事

例
」

調
査

　
事

例
一

覧
(0

8
年

１
－

１
２

月
）

Ｎ
ｏ

年
齢

性
別

職
業

　
保

険
種

別
保

険
の

変
遷

　
直

接
死

因
死

亡
日

死
因

　
基

礎
疾

患
通

院
状

況
事

例
内

容
事

業
所

と
の

か
か

わ
り

結
果

（
帰

結
）

死
亡

に
い

た
る

ま
で

の
経

過
・
自

治
体

対
応

な
ど

2
1

5
5

男
非

正
規

雇
用

短
期

証
0
3
.1

1
.1

2
よ

り
短

期
証

肝
不

全
8
月

9
日

病
死

高
血

圧
、

ア
ル

コ
ー

ル
性

肝
硬

変
、

ア
ル

コ
ー

ル
性

右
大

腿
骨

骨
と

う
壊

死

中
断

２
０

０
３

年
明

日
退

院
と

い
う

夕
方

に
支

払
い

の
相

談
に

見
え

た
調

理
師

の
男

性
。

中
断

し
が

ち
で

療
養

の
必

要
か

ら
生

活
保

護
す

す
め

る
も

拒
否

。
３

回
目

の
入

院
で

生
保

申
請

、
決

定
を

待
た

ず
に

死
亡

。
保

険
料

の
滞

納
が

約
８

０
万

あ
る

。

短
期

保
険

証
で

内
科

受
診

、
入

院
時

に
無

保
険

の
と

き
も

あ
り

、
保

険
証

取
得

に
M

S
W

が
関

わ
っ

て
い

た
。

中
断

時
に

外
来

が
電

話
フ

ォ
ロ

ー

　
３

回
目

の
入

院
時

に
改

善
な

く
死

亡
。

調
理

師
の

仕
事

に
就

け
ば

、
収

入
が

得
ら

れ
る

の
で

大
丈

夫
と

考
え

て
い

た
。

３
回

目
の

入
院

で
や

っ
と

働
け

な
い

と
自

覚
し

、
申

請
を

決
意

。
妻

が
働

く
為

に
車

の
所

有
も

、
生

命
保

険
も

認
め

ら
れ

た
（
未

納
医

療
費

の
清

算
に

必
要

）
。

０
８

年
３

月
の

相
談

時
は

、
借

金
で

家
が

競
売

に
か

け
ら

れ
、

友
人

の
持

ち
家

を
借

り
て

い
る

。
妻

も
深

夜
ホ

テ
ル

で
働

い
て

い
る

が
、

解
雇

さ
れ

た
と

こ
ろ

だ
っ

た
。

２
０

０
８

年
３

月
「
保

険
証

が
切

れ
て

い
る

け
ど

受
診

し
た

い
」
と

電
話

が
あ

り
、

医
事

課
か

ら
S
W

に
紹

介
さ

れ
た

。
２

０
０

３
年

大
腸

憩
室

炎
手

術
し

、
明

日
退

院
と

い
う

夕
方

に
支

払
い

の
相

談
に

見
え

、
分

割
払

い
と

し
た

方
。

腹
水

貯
留

で
再

入
院

、
受

診
時

保
険

証
は

持
参

せ
ず

、
保

険
料

滞
納

が
高

額
で

あ
っ

た
が

、
市

と
交

渉
し

何
と

か
保

険
証

を
交

付
し

て
も

ら
う

。
そ

の
際

高
額

療
養

限
度

額
認

定
の

手
続

き
を

し
た

が
、

確
定

申
告

し
て

い
な

い
の

で
、

高
額

所
得

者
の

扱
い

に
な

っ
た

。
確

定
申

告
を

す
る

と
、

保
険

料
も

低
く
な

る
と

す
す

め
た

が
、

放
置

。
調

理
師

の
仕

事
は

、
０

３
年

当
時

は
焼

き
鳥

や
、

そ
の

後
蕎

麦
屋

に
勤

め
て

い
た

が
、

１
月

に
解

雇
さ

れ
た

。
家

の
ロ

ー
ン

が
払

え
ず

、
不

動
産

業
者

に
渡

っ
て

し
ま

っ
た

。
無

理
し

て
働

き
、

尿
の

回
数

が
減

り
、

背
部

痛
も

あ
り

、
立

っ
て

い
ら

れ
な

い
状

態
に

な
っ

て
受

診
と

な
っ

て
い

る
。

栄
養

指
導

を
受

け
、

禁
酒

を
誓

っ
て

退
院

。
医

師
か

ら
本

人
と

妻
に

今
後

無
理

は
き

か
な

い
と

説
明

さ
れ

た
が

、
深

刻
に

受
け

止
め

ら
れ

ず
。

そ
の

後
中

断
し

が
ち

で
、

内
科

外
来

で
フ

ォ
ロ

ー
し

て
い

た
。

２
０

０
８

年
６

月
９

日
腹

水
貯

留
で

再
入

院
、

食
道

静
脈

瘤
破

裂
、

高
ア

ン
モ

ニ
ア

血
症

、
肝

不
全

に
て

死
亡

。
生

活
保

護
申

請
は

認
め

ら
れ

た
が

、
死

亡
後

生
命

保
険

が
入

っ
た

の
で

、
辞

退
し

、
医

療
費

の
支

払
い

も
済

ま
せ

た
。

2
2

4
3

男
無

職
短

期
証

～0
0
.1

2
.4

政
健

、
0
0
.1

2
.5

国
保

取
得

、
0
8
.1

.1
6

～
生

保

右
乳

癌
、

皮
膚

胸
壁

浸
潤

、
転

移
性

肺
腫

瘍

6
月

2
8
日

病
死

な
し

右
乳

癌

0
7
.8

.4
外

科
初

診
（
短

期
書

提
示

）
、

8
/
6
入

院
初

日
Ｍ

Ｓ
Ｗ

介
入

、
1
0
/
2
6
気

に
患

訪
問

４
回

入
院

・
2
0
0
7
年

8
/
6
～

8
/
3
1
・
2
0
0
8

年
2
/
2
6
～

3
/
2
5
・

2
0
0
8
年

4
/
2
2
～

5
/
1
4
・
2
0
0
8
年

5
/
2
0

～
6
/
2
8

　
5
年

前
か

ら
右

胸
部

に
腫

瘍
が

あ
り

体
調

不
良

で
あ

っ
た

が
、

医
療

機
関

を
受

診
せ

ず
自

宅
で

我
慢

し
て

い
た

。
2
0
0
7
年

8
月

4
日

、
腫

瘍
部

か
ら

の
出

血
等

著
明

で
あ

り
、

当
院

外
科

受
診

さ
れ

た
。

切
除

不
能

の
右

乳
が

ん
、

転
移

性
多

発
両

肺
部

腫
瘍

に
て

、
化

学
療

法
と

疼
痛

の
管

理
を

行
っ

た
。

1
回

目
の

退
院

後
、

2
0
0
7
年

1
0
/
2
6
気

に
患

訪
問

　
両

親
と

の
３

人
暮

ら
し

で
は

あ
る

が
親

と
の

関
係

は
悪

い
様

子
。

「
医

療
費

滞
納

　
が

気
に

な
る

」
と

。
１

回
で

診
察

に
4
0
0
0
円

､薬
が

1
6
0
0
0
円

位
、

バ
ス

代
5
4
0
円

　
歩

い
て

帰
る

こ
と

も
あ

る
（
1
時

間
4
0
分

位
）
。

Ｍ
Ｓ

Ｗ
の

か
か

わ
り

　
2
0
0
7
年

8
/
6
 医

療
費

限
度

額
認

定
に

つ
い

て
面

談
　

8
/
2
0
 「

限
度

額
認

定
は

国
保

料
の

未
納

金
相

談
や

税
金

の
申

告
の

上
で

認
め

て
い

　
き

た
い

」
と

の
市

役
所

情
報

を
伝

え
、

親
の

協
力

を
得

る
様

勧
め

る
。

「
本

人
は

　
親

と
は

別
居

し
て

い
る

よ
う

な
も

の
な

の
で

生
保

受
給

で
き

な
い

か
」
と

い
う

　
が

、
同

居
で

経
済

的
援

助
も

受
け

て
い

る
状

況
で

は
困

難
。

  申
告

と
相

談
に

は
今

週
中

に
親

御
さ

ん
行

っ
て

い
た

だ
く
約

束
を

し
、

協
力

を
得

  ら
れ

そ
う

な
為

、
窓

口
を

親
御

さ
ん

に
し

て
進

め
る

　
8/22 医

療
費

適
応

限
度

額
認

定
取

得
(上

限
\
35

,40
0）

　
1
1
/
1
3
「
医

療
費

の
支

払
い

が
気

に
な

る
。

父
が

生
保

の
相

談
に

行
っ

て
い

る
」

　
相

談
に

は
本

人
が

出
向

く
こ

と
を

す
す

め
る

。
　

1
1
/
2
7
「
生

保
は

叔
父

が
市

役
所

厚
生

課
に

相
談

に
行

っ
て

い
る

。
父

は
自

己
破

産
　

で
困

っ
て

い
る

。
　

2
0
0
8
年

1
/
1
6
～

生
保

と
な

る
。

生
保

に
な

る
前

の
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

父
親

が
　

払
う

予
定

だ
っ

た
が

、
そ

の
父

親
も

自
己

破
産

し
た

.（
一

部
負

担
金

滞
納

額
：

1
6
3
,7

8
0
円

、
保

険
薬

局
滞

納
額

：
8
9
,0

6
0
円

）

4
 ペ

ー
ジ

国
保

死
亡

事
例

2
0
0
8
年

デ
ー

タ

-12-



 全
日

本
民

医
連

「
国

民
健

康
保

険
死

亡
調

査
事

例
」

調
査

　
事

例
一

覧
(0

8
年

１
－

１
２

月
）

Ｎ
ｏ

年
齢

性
別

職
業

　
保

険
種

別
保

険
の

変
遷

　
直

接
死

因
死

亡
日

死
因

　
基

礎
疾

患
通

院
状

況
事

例
内

容
事

業
所

と
の

か
か

わ
り

結
果

（
帰

結
）

死
亡

に
い

た
る

ま
で

の
経

過
・
自

治
体

対
応

な
ど

2
3

6
0

女
無

職
短

期
証

（
0
7
.1

1
.1

2
発

行
）

0
5
.1

1
.1

3
国

保
取

得
、

受
診

時
は

短
期

証
（
期

限0
8
.3

.3
1

）
、

上
行

結
腸

癌
、

癌
性

腹
膜

炎

1
0
月

1
日

病
死

な
し

上
行

結
腸

癌
、

腹
膜

播
種

2
0
0
7
年

1
1
月

1
2
日

初
診

（
当

日
発

行
の

短
期

保
険

証
提

示
）

市
民

税
非

課
税

世
帯

詳
細

は
不

明

・
2
0
0
7
年

1
1
/
1
2
～

1
2
/
2
8
　

　
手

術
の

適
応

な
し

の
判

断
で

内
服

化
学

療
法

　
　

医
療

費
の

限
度

額
認

定
（
2
0
0
8
.7

.3
1

期
限

）
　

3
5
4
0
0
円

/
月

　
4
ヶ

月
以

降
2
4
6
0
0
円

/
月

・
2
0
0
8
年

3
/
7
～

4
/
2
8
　

　
腸

閉
塞

の
為

人
口

肛
門

造
設

術
　

（
3
/
1
2
）

・
2
0
0
8
年

8
/
2
6
～

1
0
/
1
　

医
療

費
の

限
度

額
認

定
再

申
請

し
9
月

～
限

度
額

2
4
6
0
0
円

/
月

（
入

院
３

回
）

初
診

時
の

情
報

　
（
子

供
は

２
男

1
女

　
自

営
業

の
息

子
と

2
人

暮
ら

し
）

　
1
ヶ

月
前

よ
り

、
お

腹
が

出
て

き
た

。
（
便

秘
が

原
因

と
思

っ
て

い
た

）
こ

こ
2
週

間
で

　
急

に
大

き
く
な

り
、

張
っ

た
感

じ
あ

り
。

本
日

足
の

む
く
み

出
現

、
毎

年
の

健
診

は
受

　
け

て
い

な
い

。
腹

水
穿

刺
、

細
胞

診
の

結
果

即
日

入
院

と
な

る
。

上
行

結
腸

癌
、

腹
膜　

転
移

、
リ

ン
パ

節
転

移
、

腹
水

貯
留

　
手

術
と

化
学

療
法

の
方

針
。

2
0
0
8
年

6
/
1
8
外

来
看

護
師

療
養

相
談

の
記

録
　

夫
は

亡
く
な

り
市

内
に

一
人

暮
ら

し
？

だ
が

、
病

気
を

心
配

し
た

実
兄

が
、

長
女

の
　

嫁
ぎ

先
の

隣
村

の
マ

ン
シ

ョ
ン

を
が

購
入

し
て

く
れ

、
長

女
と

行
き

来
で

き
て

い
　

る

2
5

6
6

女
無

職

短
期

（
発

効
日

0
8
1
1
2
5
、

有
効

期
限

0
8
1
2
3
1
）

国
保

ー
資

格
書

ー
短

期

す
い

臓
が

ん
に

よ
る

癌
性

腹
膜

炎

1
2
月

3
日

病
死

す
い

臓
が

ん
（
入

院
中

に
判

明
）

不
明

2
6

6
5

男
請

負
短

期
国

保
→

生
保

大
腸

癌
1
0
月

1
8
日

病
死

気
管

支
喘

息
中

断

妻
と

二
人

短
期

保
険

証
0
8
年

３
月

ま
で

。
0
7
年

1
0
月

の
納

付
相

談
に

行
か

ず
、

手
元

に
保

険
証

が
な

い
状

況
で

腹
痛

が
続

い
た

が
受

診
で

き
ず

、
手

遅
れ

で
死

亡
。

0
0
年

1
月

初
診

、
４

月
２

回
通

院
の

み
0
8
年

1
月

ま
で

未
来

院

保
険

証
が

手
元

に
な

い
た

め
、

入
院

で
き

な
い

と
の

こ
と

で
生

保
取

得
し

入
院

・
手

術
す

る
も

手
遅

れ
で

死
亡

こ
の

数
年

払
え

る
金

額
だ

け
払

っ
て

短
期

保
険

証
継

続
。

電
工

の
仕

事
で

腹
痛

な
ど

で
仕

事
に

い
け

ず
、

収
入

も
不

安
定

。
0
8
年

1
月

3
1
日

我
慢

で
き

ず
受

診
。

市
役

所
は

未
納

が
大

き
い

の
で

0
8
年

度
は

資
格

書
の

可
能

性
も

高
い

と
の

こ
と

で
、

た
だ

ち
に

生
保

申
請

。
４

月
か

ら
受

給
。

0
8
年

8
/
4
入

院
、

手
術

さ
れ

る
も

手
遅

れ
に

て
1
0
/
1
8
死

亡

【
受

診
か

ら
入

院
ま

で
の

経
過

】
１

ヶ
月

前
（
1
0
月

中
旬

）
よ

り
腹

が
張

り
、

１
１

月
上

旬
に

近
く
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
を

受
診

す
る

も
症

状
改

善
な

し
。

１
週

間
前

よ
り

腹
が

パ
ン

パ
ン

に
張

り
、

食
事

が
の

ど
を

通
ら

ず
歩

行
も

ま
ま

な
ら

な
い

状
態

に
な

る
。

他
県

に
嫁

い
で

い
る

娘
に

助
け

を
求

め
、

１
１

月
２

２
日

（
休

診
日

）
に

当
院

受
診

、
１

１
月

２
５

日
（
月

）
再

受
診

で
「
腹

水
」
の

診
断

、
精

査
目

的
で

入
院

と
な

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

【
Ｓ

Ｗ
の

対
応

】
　

医
師

か
ら

「
保

険
証

が
な

い
よ

う
だ

、
Ｓ

Ｗ
と

相
談

を
」
と

紹
介

さ
れ

、
Ｓ

Ｗ
が

娘
さ

ん
と

面
談

。
「
母

が
無

保
険

と
は

知
ら

な
か

っ
た

。
母

は
５

年
～

６
年

前
か

ら
国

保
料

を
支

払
っ

て
い

な
い

よ
う

で
す

。
」
と

の
こ

と
。

病
気

で
あ

る
こ

と
か

ら
保

険
証

を
発

行
し

て
も

ら
う

よ
う

ア
ド

バ
イ

ス
。

入
院

日
付

け
で

「
短

期
保

険
証

（
１

２
月

３
１

日
ま

で
）
」
が

発
行

さ
れ

た
。

県
営

住
宅

で
独

居
で

あ
っ

た
が

、
２

０
代

の
孫

と
夏

か
ら

２
人

暮
ら

し
を

始
め

て
い

た
。

年
金

収
入

は
２

ヶ
月

で
１

５
万

、
家

賃
１

万
２

千
円

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【
入

院
か

ら
死

亡
ま

で
】
入

院
し

た
翌

日
に

本
人

と
病

室
で

面
談

。
短

期
保

険
証

が
発

行
さ

れ
た

こ
と

を
伝

え
、

安
心

し
て

治
療

に
専

念
す

る
よ

う
伝

え
る

。
本

人
の

話
で

は
５

～
６

年
前

に
県

営
住

宅
に

転
居

し
１

年
間

は
保

険
証

が
あ

っ
た

。
自

律
神

経
を

患
い

保
険

証
は

必
要

だ
っ

た
が

年
金

が
か

つ
か

つ
で

、
国

保
料

が
積

も
り

積
も

っ
て

し
ま

っ
た

。
嫁

い
だ

３
人

の
娘

に
も

、
同

居
の

孫
に

も
、

そ
れ

ぞ
れ

の
生

活
が

あ
り

、
金

銭
的

に
頼

る
こ

と
は

出
来

な
か

っ
た

。
市

役
所

か
ら

国
保

料
の

督
促

状
は

届
く
が

、
電

話
や

訪
問

は
一

度
も

な
か

っ
た

。
入

院
か

ら
わ

ず
か

７
日

目
、

癌
性

腹
膜

炎
に

よ
り

死
亡

。
【
行

政
の

問
題

】
当

該
の

Ａ
市

は
、

国
の

指
導

に
反

し
て

「
資

格
証

明
書

を
郵

送
」
し

て
い

る
。

機
械

的
な

保
険

証
の

取
り

上
げ

が
明

ら
か

な
事

例
。

Ａ
市

国
保

を
良

く
す

る
会

を
中

心
に

１
１

月
１

９
日

に
は

Ａ
市

、
Ａ

県
社

保
協

は
１

１
月

２
６

日
に

Ａ
県

と
交

渉
。

Ｓ
Ｗ

２
名

が
参

加
し

、
手

遅
れ

を
生

む
資

格
証

の
発

行
を

や
め

る
よ

う
要

請
し

た
。

Ａ
県

は
交

渉
の

席
で

各
自

治
体

へ
の

指
導

に
乗

り
出

す
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

。

5
 ペ

ー
ジ

国
保

死
亡

事
例

2
0
0
8
年

デ
ー

タ

-13-



 全
日

本
民

医
連

「
国

民
健

康
保

険
死

亡
調

査
事

例
」

調
査

　
事

例
一

覧
(0

8
年

１
－

１
２

月
）

Ｎ
ｏ

年
齢

性
別

職
業

　
保

険
種

別
保

険
の

変
遷

　
直

接
死

因
死

亡
日

死
因

　
基

礎
疾

患
通

院
状

況
事

例
内

容
事

業
所

と
の

か
か

わ
り

結
果

（
帰

結
）

死
亡

に
い

た
る

ま
で

の
経

過
・
自

治
体

対
応

な
ど

2
7

6
1

男
非

正
規

雇
用

無
保

険

５
０

歳
で

移
住

す
る

ま
で

は
国

保
。

移
住

後
は

飯
場

住
み

込
み

で
無

保
険

転
移

性
肝

腫
瘍

9
月

1
5
日

病
死

大
腸

癌
末

期
、

肝
転

移
そ

の
他

高
卒

後
、

1
8
歳

で
東

京
の

会
社

に
就

職
。

2
1
歳

の
時

に
、

母
か

ら
の

勧
め

で
一

旦
故

郷
に

帰
る

も
、

安
定

職
に

つ
け

ず
。

5
～

6
年

職
を

転
々

と
し

た
後

、
2
7
歳

頃
東

京
に

戻
っ

て
運

送
業

な
ど

に
従

事
さ

れ
る

。
5
0
歳

頃
に

友
人

か
ら

の
誘

い
で

Ａ
に

移
り

住
み

、
現

在
ま

で
A

建
設

（
飯

場
）
で

1
0
ｔト

ラ
ッ

ク
の

運
転

手
と

し
て

就
労

し
て

お
ら

れ
た

。
年

々
仕

事
が

減
り

、
大

体
5
～

1
0
日

／
月

程
度

の
就

労
（
日

給
：
1
3
,0

0
0
円

）
で

寮
費

（
2
,1

0
0
円

／
日

）
も

か
か

る
た

め
、

寮
費

を
引

く
と

日
々

の
生

活
が

や
っ

と
の

お
金

し
か

手
元

に
残

ら
な

か
っ

た
。

家
族

状
況

は
、

母
と

弟
夫

婦
が

関
東

で
同

居
し

て
い

る
。

母
も

高
齢

・
病

気
が

ち
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
年

に
1
回

電
話

に
て

連
絡

を
取

り
合

う
程

度
。

兄
弟

間
の

関
係

性
は

あ
ま

り
良

く
な

い
た

め
、

援
助

可
能

な
身

寄
り

は
お

ら
ず

、
一

人
で

が
ん

ば
っ

て
こ

ら
れ

た
。

飯
場

の
職

員
健

診
で

1
0
年

前
か

ら
5
年

前
ま

で
心

臓
肥

大
に

て
要

受
診

を
指

摘
さ

れ
て

い
た

が
、

Ａ
に

来
て

か
ら

は
無

保
険

で
症

状
も

な
か

っ
た

の
と

、
5年

前
か

ら
職

員
健

診
が

無
く
な

っ
た

の
で

、
放

っ
て

い
た

。
昨

年
夏

、
動

悸
が

激
し

く
な

り
、

か
な

り
し

ん
ど

か
っ

た
が

、
何

と
か

や
り

過
ご

し
た

。
今

年
も

夏
さ

え
乗

り
切

れ
ば

と
思

っ
て

い
た

が
、

や
は

り
し

ん
ど

く
、

5
月

役
所

に
保

険
加

入
の

相
談

に
行

か
れ

る
。

し
か

し
、

窓
口

で
「
保

険
料

2
年

遡
及

で
、

5
0万

要
り

ま
す

」と
い

わ
れ

、
払

え
な

い
の

で
加

入
せ

ず
そ

の
ま

ま
帰

っ
て

こ
ら

れ
た

。
そ

の
後

、
7
月

末
か

ら
動

悸
・熱

発
が

頻
回

に
な

り
、

8月
中

旬
か

ら
は

外
の

移
動

も
歩

い
て

は
で

き
な

い
ぐ

ら
い

に
な

っ
て

「な
ん

と
か

医
療

を
受

け
た

い
」と

飯
場

の
知

人
の

紹
介

で
8
/1

8に
来

院
さ

れ
た

。
同

日
、

入
院

と
と

も
に

生
保

申
請

。
そ

の
後

、
福

祉
事

務
所

Ｃ
Ｗ

に
よ

る
出

張
面

接
も

済
み

、
生

保
受

給
が

決
定

す
る

。
8/

22
、

大
腸

癌
末

期
、

肝
転

移
と

診
断

さ
れ

、
Ｓ

Ｗ
同

席
の

も
と

主
治

医
よ

り
本

人
に

病
状

の
ム

ン
テ

ラ
。

本
人

に
は

、
「早

期
で

は
な

い
癌

な
の

で
、

早
め

に
治

療
し

よ
う

」
と

の
こ

と
で

説
明

、
本

人
も

納
得

さ
れ

る
。

酒
も

煙
草

も
し

な
い

自
分

が
な

ん
で

？
と

い
う

思
い

の
中

で
、

ム
ン

テ
ラ

後
涙

を
流

さ
れ

る
こ

と
も

あ
っ

た
が

、
そ

の
中

で
も

治
療

し
て

い
こ

う
と

前
向

き
な

受
入

れ
が

進
ん

だ
。

8/
26

治
療

の
た

め
、

他
院

へ
転

院
。

「頑
張

っ
て

早
く
元

気
に

な
っ

て
帰

っ
て

く
る

し
、

帰
っ

て
き

た
ら

家
の

相
談

や
今

後
の

生
活

の
こ

と
相

談
に

乗
っ

て
な

。
頼

む
わ

な
。

」
と

話
し

て
お

り
、

9/
4

手
術

後
も

「生
き

返
っ

た
。

助
か

っ
た

。
」と

喜
ん

で
お

ら
れ

た
が

、
9/

16
に

状
態

急
変

し
、

死
亡

さ
れ

る
。

こ
れ

は
、

保
険

証
が

な
か

っ
た

が
た

め
に

手
遅

れ
に

な
っ

た
典

型
的

な
ケ

ー
ス

だ
と

考
え

る
。

仕
事

が
な

い
月

は
寮

費
も

赤
字

に
な

り
仕

事
が

あ
る

月
に

は
そ

れ
を

補
て

ん
し

て
結

局
日

々
の

生
活

に
精

一
杯

な
中

で
は

、
医

療
を

受
け

る
権

利
さ

え
奪

わ
れ

る
。

そ
れ

で
も

本
人

が
勇

気
を

出
し

て
訪

れ
た

国
保

課
で

も
お

金
の

壁
は

大
き

か
っ

た
。

窓
口

で
『
50

万
』と

言
わ

れ
た

保
険

料
は

、
本

人
の

就
労

状
況

（飯
場

で
あ

れ
ば

寮
費

が
経

費
と

し
て

所
得

か
ら

引
か

れ
る

た
め

）で
あ

れ
ば

本
来

は
約

『
4万

』で
済

ん
だ

は
ず

で
あ

り
、

せ
め

て
5
月

の
時

点
で

適
切

な
相

談
の

上
に

保
険

証
が

短
期

証
で

あ
っ

て
も

発
行

さ
れ

て
い

た
ら

、
も

っ
と

違
う

結
果

が
あ

っ
た

か
も

し
れ

な
い

。

2
9

4
8

女
無

職
無

保
険

国
保

（
学

生
時代

）
ー

社
保

ー
無

保
険

ー
生

保
（
受

診
日

よ
り

開
始

）

乳
癌

4
月

2
日

病
死

乳
癌

そ
の

他

元
々

、
仕

事
も

フ
ル

タ
イ

ム
で

働
い

て
い

た
会

社
で

社
会

保
険

加
入

が
あ

れ
ば

普
段

の
受

診
が

出
来

て
い

た
の

で
は

な
い

か
。

と
い

う
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

今
回

の
ｹ

ｰ
ｽ

で
は

生
保

の
開

始
が

出
来

た
こ

と
は

大
き

か
っ

た
が

、
「
仕

事
を

し
て

い
て

も
国

保
の

保
険

料
が

高
す

ぎ
て

払
え

ず
保

険
に

加
入

で
き

な
い

・
し

な
い

」
「
体

調
が

悪
く
な

っ
て

し
ま

え
ば

働
け

ず
さ

ら
に

保
険

料
が

払
え

な
い

」
と

い
っ

た
こ

と
が

起
こ

っ
て

し
ま

う
現

在
の

高
額

な
保

険
料

の
問

題
や

制
度

自
体

の
問

題
が

大
き

い
と

感
じ

た
事

例
で

あ
っ

た
。

3
0

6
8

女
自

営
業

者
資

格
書

こ
こ

数
年

資
格

書

腸
穿

孔
性

腹
膜

炎

5
月

7
日

病
死

卵
巣

癌
・
子

宮
癌

不
明

０
８

年
２

月
２

２
日

近
医

受
診

、
当

院
紹

介
さ

れ
ｲ
ﾚ
ｳ

ｽ
に

て
入

院
。

２
日

後
op

e
、

症
状

一
進

一
退

、
５

月
７

日
他

界
さ

れ
た

。

今
回

の
入

院
ま

で
と

く
に

か
か

わ
り

は
な

い
。

本
人

の
借

金
な

ど
あ

り
娘

さ
ん

が
弁

護
士

に
相

談
。

本
人

他
界

後
、

娘
・
息

子
さ

ん
の

二
人

暮
ら

し
。

1
2
-
3
年

前
他

県
で

子
宮

癌
・
卵

巣
癌

op
e
。

放
射

線
治

療
な

ど
行

っ
て

お
ら

れ
た

。
そ

の
後

県
内

で
は

数
年

は
市

内
A

病
院

へ
定

期
通

院
。

夫
と

離
婚

（
い

つ
？

）
後

自
営

業
（
美

容
院

）
さ

れ
て

い
た

が
、

体
調

し
だ

い
に

悪
く
な

り
、

常
連

客
の

た
め

だ
け

の
営

業
と

な
っ

て
い

た
。

月
１

回
く
ら

い
お

な
か

が
痛

い
と

う
ず

く
ま

る
こ

と
が

あ
っ

た
が

、
な

か
な

か
家

族
が

す
す

め
て

も
受

診
さ

れ
な

か
っ

た
。

時
々

近
医

へ
行

っ
て

は
「
医

療
費

が
高

い
」
と

話
さ

れ
て

い
た

。
娘

さ
ん

か
ら

「
保

険
料

」と
し

て
お

金
を

も
ら

っ
て

お
ら

れ
た

た
め

、
ま

さ
か

滞
納

し
資

格
書

に
な

っ
て

い
る

と
は

家
族

も
全

く
知

ら
な

か
っ

た
。

結
局

は
医

療
費

を
気

に
し

て
受

診
が

遅
れ

、
亡

く
な

っ
た

ケ
ー

ス
と

い
え

る
。

3
1

5
9

男
非

正
規

雇
用

短
期

証
7
月

2
2
日

病
死

慢
性

腎
不

全
・
脳

梗
塞

後
遺

症
・
大

腿
骨

骨
折

そ
の

他

内
妻

と
二

人
暮

ら
し

の
無

職
男

性
。

収
入

は
障

害
年

金
１

４
万

/
月

で
、

内
妻

は
無

収
入

。
生

計
困

難
か

ら
借

金
を

繰
り

返
し

医
療

費
の

未
納

が
発

生
。

国
保

料
も

滞
納

あ
り

短
期

証
交

付
。

Ａ
病

院
に

て
無

料
低

額
診

療
の

利
用

と
な

り
、

そ
の

後
当

院
へ

の
転

院
と

な
っ

た
め

当
院

で
も

申
請

の
希

望
あ

り
相

談
と

な
っ

た
。

入
院

時
よ

り
無

料
低

額
診

療
の

承
認

さ
れ

、
Ａ

病
院

⇔
当

院
入

院
繰

り
返

し
、

当
院

で
死

亡
。

短
期

証
の

問
題

は
解

決
に

至
ら

ず
、

借
金

も
知

人
か

ら
の

も
の

で
法

的
解

決
は

困
難

で
あ

っ
た

。
無

料
低

額
診

療
の

利
用

に
よ

り
入

院
治

療
継

続
に

お
け

る
経

済
的

負
担

の
軽

減
が

図
れ

た
。

平
成

20
年

1月
18

日
　

外
来

受
診

に
来

ら
れ

た
Ａ

さ
ん

は
脱

水
と

貧
血

が
あ

り
即

入
院

が
必

要
と

な
っ

た
。

し
か

し
、

無
保

険
で

あ
る

こ
と

が
分

か
り

Ｍ
Ｓ

Ｗ
へ

対
応

依
頼

を
受

け
関

わ
り

を
開

始
。

　
元

々
、

下
着

メ
ー

カ
ー

の
工

場
で

仕
事

（
社

会
保

険
加

入
は

無
し

）を
し

て
お

り
一

人
暮

ら
し

を
し

て
い

た
が

、
体

調
不

良
が

続
く
よ

う
に

な
り

、
徐

々
に

仕
事

を
休

む
よ

う
に

な
っ

た
。

受
診

な
ど

は
し

て
い

な
か

っ
た

。
　

平
成

1
9年

3
月

に
退

職
。

4
月

頃
よ

り
母

親
の

家
に

同
居

。
　

1月
に

入
り

、
姉

が
母

親
宅

に
行

っ
た

時
に

Ａ
さ

ん
の

体
調

が
悪

い
こ

と
に

気
づ

き
受

診
を

勧
め

た
が

拒
否

。
し

か
し

、
そ

の
後

も
体

調
は

改
善

せ
ず

悪
く
な

る
一

方
だ

っ
た

た
め

、
強

引
に

受
診

を
さ

せ
よ

う
と

考
え

て
い

た
矢

先
に

動
け

な
く
な

り
当

院
救

急
搬

送
と

な
っ

た
。

こ
の

時
点

で
、

家
族

は
本

人
か

ら
無

保
険

で
あ

る
こ

と
を

知
ら

さ
れ

た
。

診
断

の
結

果
、

乳
が

ん
の

可
能

性
が

高
く
即

日
入

院
と

な
っ

た
。

家
族

か
ら

、
無

保
険

で
の

入
院

費
の

支
払

い
は

困
難

で
あ

る
こ

と
の

相
談

を
受

け
援

助
を

開
始

。
生

活
保

護
に

よ
る

一
時

的
な

緊
急

保
護

を
受

け
れ

な
い

か
を

検
討

し
た

と
こ

ろ
、

同
居

の
母

が
生

活
保

護
受

給
者

で
あ

る
こ

と
が

判
明

。
担

当
Ｃ

Ｗ
に

娘
さ

ん
が

同
居

す
る

こ
と

を
連

絡
し

て
い

な
か

っ
た

。
ま

た
、

保
護

課
も

そ
の

事
実

を
確

認
出

来
て

い
な

か
っ

た
。

　
入

院
が

必
要

と
の

状
況

か
ら

、
保

護
課

へ
[医

療
費

支
払

い
が

困
難

な
方

が
居

る
]と

通
報

。
同

時
に

保
護

が
開

始
さ

れ
な

い
こ

と
を

想
定

し
、

家
族

と
国

民
健

康
保

険
の

窓
口

へ
行

き
保

険
証

の
取

得
に

つ
い

て
相

談
。

国
保

加
入

さ
か

の
ぼ

り
は

昭
和

5
7年

ま
で

な
く
、

高
額

な
滞

納
金

の
支

払
い

が
保

険
証

取
得

の
条

件
と

し
て

あ
げ

ら
れ

た
。

し
か

し
、

納
付

相
談

を
行

い
、

手
続

き
が

出
来

れ
ば

2
年

さ
か

の
ぼ

っ
て

の
保

険
証

取
得

が
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

そ
の

後
、

生
保

と
相

談
、

初
は

「同
居

申
請

を
行

い
、

受
理

さ
れ

た
確

認
が

出
来

た
そ

の
日

か
ら

保
護

開
始

が
可

能
」
と

の
話

が
あ

っ
た

が
、

「救
急

搬
送

さ
れ

た
患

者
が

支
払

い
困

難
」と

の
相

談
が

あ
り

、
通

報
し

た
こ

と
に

対
し

て
の

返
答

を
求

め
、

受
診

日
当

日
に

申
請

を
受

理
し

て
い

た
だ

き
終

的
に

は
入

院
日

か
ら

の
保

護
が

開
始

さ
れ

た
。

そ
の

こ
と

に
よ

り
、

患
者

の
検

査
・治

療
が

行
な

え
た

が
、

平
成

20
年

4
月

2日
に

死
亡

と
な

っ
た

。
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 全
日

本
民

医
連

「
国

民
健

康
保

険
死

亡
調

査
事

例
」

調
査

　
事

例
一

覧
(0

8
年

１
－

１
２

月
）

Ｎ
ｏ

年
齢

性
別

職
業

　
保

険
種

別
保

険
の

変
遷

　
直

接
死

因
死

亡
日

死
因

　
基

礎
疾

患
通

院
状

況
事

例
内

容
事

業
所

と
の

か
か

わ
り

結
果

（
帰

結
）

死
亡

に
い

た
る

ま
で

の
経

過
・
自

治
体

対
応

な
ど

3
2

6
8

男
非

正
規

雇
用

短
期

証
1
2
月

9
日

病
死

胃
癌

通
院

中

外
科

外
来

に
通

院
中

の
無

職
・
独

居
の

男
性

。
収

入
は

厚
生

年
金

９
万

/
月

の
み

で
貯

蓄
無

し
。

兄
弟

の
持

ち
家

で
家

賃
は

か
か

ら
な

い
が

食
べ

て
い

く
の

が
精

一
杯

の
生

活
。

国
保

料
は

滞
納

あ
り

短
期

証
。

外
来

で
抗

が
ん

剤
治

療
を

行
う

た
め

医
療

費
が

高
額

と
な

り
、

無
料

低
額

診
療

申
請

の
た

め
相

談
が

あ
っ

た
。

無
料

低
額

診
療

が
承

認
さ

れ
、

外
来

治
療

継
続

⇒
入

院
後

、
死

亡

短
期

証
の

問
題

そ
の

も
の

は
解

決
に

至
ら

な
か

っ
た

が
、

無
料

低
額

診
療

の
利

用
に

よ
り

中
断

な
く
治

療
を

受
け

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。

3
3

6
1

女
無

職
無

保
険

社
保

→
国

保
（
滞

納
）

→
受

診
時

手
元

に
保

険
証

な
し

急
性

大
動

脈
乖

離

8
月

1
7
日

病
死

高
血

圧
症

不
明

（
か

か
り

つ
け

な
し

）

救
急

搬
送

後
入

患
者

の
死

亡
後

、
国

保
取

得
受

診
当

日
が

初
診

受
診

か
ら

三
時

間
半

後
に

死
亡

0
8
年

8
/
1
7
、

3
:2

9
受

診
（
当

院
初

診
）
。

２
時

間
ほ

ど
前

か
ら

強
い

背
部

痛
あ

り
。

Ｃ
Ｔ

な
ど

の
検

査
に

よ
り

急
性

大
動

脈
乖

離
を

認
め

、
心

臓
血

管
外

科
へ

の
紹

介
、

転
院

を
整

備
す

る
途

中
で

死
亡

。
後

日
家

族
に

連
絡

と
り

、
以

前
は

自
営

業
で

社
保

が
あ

っ
た

が
、

数
年

前
廃

業
。

国
保

加
入

す
る

が
、

滞
納

あ
り

。
自

費
で

支
払

い
の

場
合

約
1
5
万

円
。

国
保

を
使

う
と

約
５

万
円

ぐ
ら

い
負

担
が

安
い

。
8/22

国
保

課
に

相
談

し
、

国
保

証
発

行
さ

せ
る

。
＊

一
部

負
担

金
滞

納
額

・
・
約

５
０

，
０

０
０

円

3
4

5
9

男
無

職
無

保
険

不
明

直
腸

癌
5
月

2
4
日

病
死

不
明

ホ
ー

ム
レ

ス
患

者
の

生
活

保
護

援
助

（
７

年
前

か
ら

路
上

生
活

）
生

活
保

護
申

請
の

援
助

を
行

う
入

院
中

に
死

亡

0
7
年

夏
ご

ろ
か

ら
腹

痛
が

続
く
（
無

保
険

の
た

め
通

院
な

し
）
。

0
8
年

３
／

２
１

、
腹

痛
が

強
く

動
け

な
い

な
か

、
生

健
会

に
電

話
連

絡
し

助
け

を
求

め
る

。
そ

の
後

、
当

院
に

相
談

が
入

り
、

入
院

。
入

院
後

す
ぐ

に
、

生
活

保
護

申
請

行
う

。
３

週
間

後
保

護
決

定
す

る
も

、
二

ヶ
月

後
死

亡
。
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